
3D型設計データ用検図システム

『CADmeister 3DMODEL-CHECKER』 は、3D型設計データの検図

作業の中で、客観的な判断が可能なデータ計測及び仕様確認について、

3D検図による効率改善を支援いたします。

CADmeister

3DMODEL-CHECKER



3D検図：部品部位サイズ検証の仕組み
検図作業の中で、客観的な判断が可能なデータ計測及び仕様確認を行います。最初に、正解となる検図データを事前に準

備していただきます。その上で、システムがその検図データを3D型設計データの該当部位に自動で位置を合わせ、検図デー

タと3D型設計データの該当部位を比較してOK・NGの自動判断を行います。

お問い合わせ先：

ＵＥＬ株式会社

E-mail : cadmeister-box@biprogy-uel.co.jp  

〒１３５－８５６０
〒３７３－０８５１
〒４６０－０００８
〒５３０－００１１

●記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。
●掲載内容は予告なしに性能・仕様を変更することがあります。また商品およびディスプレイの色は印刷により実際と異なる場合があります。

https://www.biprogy-uel.co.jp/cadmeister/
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3D検図：部品部位サイズ検証によって確認可能な項目

検図データ

3D型設計データ 正解となる検図データを3D型設計データの
該当部位に自動配置して、OK・NGの判断を行う。

標準規格部位（例：U溝）：
座標値、外形サイズ、締め付け干渉領域

安全部品（例：フック）：
座標値、外形サイズ、必要鋳物肉厚確保

取付購入部品：
座標値、データと部品表のサイズ差異確認

安全部品（例：サイドピン）：
座標値、外形サイズ、
必要鋳物肉厚確保、機械加工干渉領域
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